
 

 

１．研究課題名：巨大地震による震災廃棄物に関わる社会リスクをふまえた 

サステイナブルな適応策評価 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

  北詰 恵一（関西大学・環境都市工学部） 

 

３．研究実施期間：平成 27～29 年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

 

我々は、人口減少と都市化の時代を迎えている一方で、南海トラフ地震への対応も迫ら

れている。その中で、巨大地震による廃棄物の処理は、その量・質・分布の想定が各地域

特性によって異なり、不確実な状況変化にも柔軟に対応できる仕組みを必要としている。 

本研究は、これらの社会変化を社会リスクと捉え、復興段階別の廃棄物発生場所と量の

推計モデル、輸送計画モデル、処理適地評価や資源化技術などを開発し、廃棄物発生量の

減少と復旧日数の短縮を実現しつつ、平時と災害時の双方に効果のある適応策を、評価・

提案することとしている。 

これにより、各地域の状況に即した効果的な災害廃棄物処理政策の立案と実施に貢献す

ることが期待される。 

 

 

５．研究項目及び実施体制 

    

① 震災・社会リスクをふまえたレジリエント政策の評価（関西大学） 

 

② 震災被害想定に応じた震災廃棄物量のコンティンジェント推定の評価（関西大学） 

 

③ 震災廃棄物の再資源化物の輸送にかかる脆弱性と輸送効果の評価（関西大学） 

 

④ 社会リスク評価を介した震災廃棄物の処理・リサイクル拠点の適地評価（慶應義塾大学） 

 

⑤ 震災廃棄物の環境上適正な資源化技術の開発と評価（関西大学） 

 

 



 

 

６．研究のイメージ 

 

【研究目標】 

目標(1)：社会リスクと東日本大震災
の教訓を踏まえた実証的な地域
類型別のレジリエント政策立案と
実施過程を明示したモデルの構築

目標(2)：復興段階に応じた
震災廃棄物の量と質の発生量
推定および輸送モデルの構築

ST1震災・社会リスクを
ふまえたレジリエント
政策の評価

ST4 社会リスク評価を
介した震災廃棄物の
処理・リサイクル拠点の
適地評価ST2 震災被害想定に

応じた震災廃棄物量の
不確実性を考慮した
推定の評価

ST5 震災廃棄物の
環境上適性な資源化
技術の開発と評価

ST3震災廃棄物の
再資源化物の輸送
にかかる脆弱性と
輸送効果の評価

目標(3)：震災廃棄物の環境上
適正な資源化のための
連携シナリオの構築と技術開発

※レジリエント：
しなやかなあるいは強靭な

目標(4)：戦略的
レジリエント政策による
平時と災害時の双方に
効果のある廃棄物処理
の資源循環性能、低炭
素化の効果の提示と
政策提言

 

【基本的考え方】 

趨勢型
・被災比率大
重要拠点被災

高台シフト型
・維持集落/高台移転
・被災比率小
重要拠点維持

低平地展開型
・居住促進拠点
・被災比率大
重要拠点広域被災

※ 機能分布に応じた産業・生活インフラの再配置

連携型
・地域間連携
・被災比率中
重要拠点代替

地
区
特
性
例

人口減少・コンパクト化の進行（地域条件別）

 

↓ どのような実施過程を選ぶべきか？ 

地域A

地域C

地域B

地域特性
類型化

発災

・地形（海岸からの平地の広がり）
・人口密度（土地の充足率、沿岸インフラ）
・廃棄物施設（施設候補地）分布
・人口減少、都市政策時間経過

地域A

地域C

地域B

評価指標：
廃棄物量(リサイクル率)
復旧日数(処理完了日数)
資源コスト(被災後－平常時)

震災後の復興段階別
条件変化

処理完了時点

 


